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成果の説明書 

(氏名) 伊藤宣広 (学部) 経済学部 

１ 重要事項 

 

[著書] 

(1) (共著)根井雅弘編『ブックガイドシリーズ 基本の 30 冊・経済学』人文書院、2014

年 6 月。（「マーシャル『経済学原理』」、および「ケインズ『自由放任の終焉』」の章

を執筆） 

(2) (共著)高崎経済大学産業研究所編『デフレーションの経済と歴史』日本経済評論社、

2015 年 3 月。（第 6 章「戦間期イギリスの金本位制復帰問題とデフレーション」を

執筆） 

 

[翻訳書] 

(3) (単著)アルフレッド・マーシャル著、伊藤宣広訳『マーシャル クールヘッド＆ウォー

ムハート』ミネルヴァ書房、2014 年 10 月。 

 （翻訳に加え、訳者解説「マーシャルの経済学と方法」を執筆した） 

(4) (共著)ベイトマン, 平井俊顕, マルクッツォ編、平井俊顕監訳『リターン・トゥ・ケイ

ンズ』東京大学出版会、2014 年 9 月。 

 

[報告] 

(5) 伊藤宣広「ケインズにおける投機と投資：思想と実践」ケインズ学会全国大会（於：

立教大学・池袋キャンパス）、2014 年 11 月。 

 ※同じテーマで 2014 年 6 月に経済学研究会（アルカディア市ヶ谷）、2015 年 2 月に

科研費「経済学史と現代経済学」の研究会（青山学院大学）でも研究報告を行った。

(6) 伊藤宣広「『リターン・トゥ・ケインズ』（東大出版会）をめぐって」ポスト・ケイン

ズ派経済学研究会（中央大学・駿河台記念館）、2014 年 9 月。 

(7) Nobuhiro Ito “On Fighting Market Failure (Routledge, 2012) Translated (Nihon 

Keizai Hyouronsha, 2015)”, 11th International Keynes Conference: Globalization 

and Financial Markets, Hitotsubashi University, March 22, 2015. 

 

[書評] 

(8) 井上義朗『二つの「競争」――競争観をめぐる現代経済思想』講談社現代新書、2012

年、237 頁。『経済学史研究』56-1、2014 年 7 月。 

 

[未公刊の成果] 

(9) Marcuzzo, M.C., Fighting Market Failure: Collected essays in the Cambridge 
tradition of economics (Routledge, 2012)の翻訳(共訳)の校正作業中。(2015 年夏頃、

日本経済評論社より出版予定) 

 

[学会討論者] 

2014 年 5 月の経済学史学会(立教大学・新座キャンパス)、 

2015 年 3 月の 11th International Keynes Conference: “Globalization and Financial 

Markets”(一橋大学) 

で討論者を務めた。 

 



 

[教育・社会貢献] 

2014 年 6 月に群馬県立伊勢崎高校に出張し、模擬授業を担当した。 

2014 年 11 月に群馬県立前橋東高校に出張し、模擬授業を担当した。 

2014 年 7 月および 8 月にオープンキャンパス関連業務に従事した。 

2014 年 8 月に高崎経済大学教員免許状更新講習を担当した。 

 

[学会における活動] 

ケインズ学会の幹事、および大会組織委員を務めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ その他の事項 

 

 

 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 投機マネーの動きが世界経済の動向を左右するようになって久しい。2014 年度は投機

と投資をめぐる経済思想史上の問題について、成果(5)をはじめとして何度か研究報告を

行ったが、これを発展・拡充させ、一冊の本にまとめたいと考えている。 

 また、本年度の成果(2)の延長線上の課題として、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて

の金融史についても研究を進めたい。 

 

 


